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研究成果の概要（和文）：本研究では、周産期コホート「Tohoku Study of Child Development」(TSCD) 2地域で、84
ヶ月(7歳)の小児ならびにその両親を対象に、小児の家庭血圧などを調査し、母乳栄養期間が長いほど7歳児の家庭血圧
が低値に抑えられること、妊娠高血圧症候群(PIH)既往が児の家庭血圧とは無関係であるが母自身の7年後に家庭血圧に
強い影響を与えること等を、また地域住民コホート「大迫研究」より得られた診察室外血圧情報から、脳卒中リスクを
評価するためには家庭血圧と24時間血圧の両者が重要であること等を、それぞれ解明・報告した。

研究成果の概要（英文）：The Tohoku Study of Child Development (TSCD) is a prospective birth cohort 
consisted of two areas in Japan. We measured home blood pressure of the mothers and of their 7-year-old 
children who participated in the TSCD for 2 weeks. We found that (1) breastfeeding has a protective 
effect against elevated blood pressure even in young children, and subtle, but important, differences 
were precisely detected by self-measurements performed at home, and (2) maternal pregnancy-induced 
hypertension (PIH) did not affect home blood pressure in offspring, but strongly affected maternal home 
blood pressure even 7 years after giving birth. From the longitudinal Ohasama cohort study, impacts of 
partial white-coat hypertension as well as partial masked hypertension for stroke risk were comparable to 
those of complete masked hypertension or sustained hypertension. Based on these 2 studies, we have 
unveiled further usefulness of self-measured home blood pressure.

研究分野： 高血圧の疫学

キーワード： 家庭血圧　DOHaD　母乳栄養　母子保健　妊娠高血圧症候群　自由行動下血圧　メタ解析
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１．研究開始当初の背景 
家庭血圧は、白衣現象や仮面高血圧の影響を
排除した被験者本来の血圧を正確に把握で
き、被験者自身の受療意識の向上にも寄与す
る優れた測定方法である。我々は家庭血圧の
高い脳心血管疾患予後予測能を証明し、妊娠
後期の血圧上昇を家庭血圧が鋭敏に捉える
ことや、季節間変動を考慮した血圧管理の有
用性も明らかとして来た。しかし、家庭血圧
と自由行動下血圧という異なる「診察室外血
圧」情報の比較については検討不十分であっ
た。また近年、小児肥満の長期的な危険性が
指摘されており、小中学生を対象としたメタ
ボリックシンドロームの診断基準も発表さ
れた。我々は、化学物質曝露と出生児の発達、
特に認知行動面の発達を1,000組以上の対象
親子について周産期から追跡調査している
前向きコホート研究「Tohoku Study of Child 
Development」(TSCD)の予備データを用いて、
図 1 のように出生時体重が低いほど、また 7
歳時点の BMI が高いほど、それぞれ 7 歳時
点の家庭血圧が交絡因子補正後も独立して
高値となることを明らかにした。 

しかし、小児における家庭血圧・メタボリッ
クシンドロームのエビデンスは乏しく、血圧
情報も外来・健診時の測定値が中心であった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、TSCD コホート 2 地域で、84 ヶ
月(7 歳)の小児ならびにその両親を対象に、
小児の家庭血圧をはじめトラッキング現象
が指摘されている危険因子を調査し、家庭環
境因子情報との関連性を総合的に分析した。
また並行して、過去 30 年近く続けられてき
た高血圧の観察疫学「大迫研究」より得た診
察室外血圧情報と、この間に集積し、かつ研
究期間内に新たに収集した疾患発症予後、臓
器障害、危険因子、降圧薬情報などに基づい
て、白衣高血圧・仮面高血圧のリスクや、国
内外における家庭血圧のインパクトの共通
性、差異の解明を試みた。 
 
３．研究の方法 
(1)TSCD 

本研究では、対象となる宮城県内の 2地区に
おいて、84 ヶ月 (7 歳)時点の小児を対象と
して母児の調査時血圧に加えて家庭血圧を
測定し、周産期から児の出生後に渡るメチル
水銀、PCB 類などの環境由来化学物質の胎児
期における曝露や成育過程の環境因子との
関連性を多角的に検討した。 
(2)大迫研究 
本研究は、家庭血圧測定を中心とした循環器
疾患に関する長期前向きコホート研究であ
る。大迫研究では、内服薬や食事の影響を最
小限に留めることと尿意の影響を除外する
観点から、朝・起床後の家庭血圧測定は服薬
前・朝食前・排尿後とし、安静時間は実務的
に 2分とした。晩の家庭血圧については、ま
ず測定することを優先し、就寝直前の測定と
いう緩やかな条件を設定した。追跡調査は、
厚生労働省より提供を受けた人口動態調査
に係る調査票情報（厚生労働省発統 0521 第 1
号）に基づき実施した。また、岩手県脳卒中
登録事業(岩手県医師会)より提供を受けた
情報をもとに脳卒中発症に関する分析を行
った。本研究の中で、家庭血圧および 24 時
間血圧測定の情報と随時血圧を組み合わせ
て、真性および部分に分類した白衣および仮
面高血圧と脳卒中発症との関連を検討し、さ
らに国内外のコホート研究のデータと統合
した上で家庭血圧に基づく循環器リスクを
定量化した。 
 
４．研究成果 
(1)TSCD 
基礎情報の揃った 1 地区・377 組の母児を対
象として、母親の自記式アンケートにより
「母乳を主栄養源とした期間」の情報を得て、
各種交絡因子で補正した 7 歳時点の家庭血
圧への影響を分析した。その結果、母乳を主
栄養源とした期間が長いほど、7 歳児の家庭
血圧が有意に低値であり(8 ヵ月以上 vs 8 ヵ
月未満, 収縮期 92.9 vs 94.7/拡張期 55.1 
vs 56.4 mmHg, p=0.006/0.04)、交絡因子で
調整したモデルでも母乳栄養期間の長さは
家 庭 血 圧 と 有 意 に 関 連 し て い た
(p=0.008/0.05)。本結果から、児の将来の健
康に重大な影響を与える生育環境に、医療従
事者は一層深い関心を向けるべきであると
考えられた。 
また、2 地域・計 813 組の対象母児について
妊娠高血圧症候群 (pregnancy induced hy-
pertension; PIH)と母児の家庭血圧との関連
を分析したところ、母の PIH 既往は、児の 7
歳時点の家庭血圧値に影響を及ぼさず、母の
出産時年齢やBMI等でマッチングした対象と
の比較でも有意差を認めなかった (p≧0.4; 
図 2)。しかし、PIH 既往は出産 7年後の母自
身については家庭血圧高値の強いリスク因
子となっており (p≦0.008; 図 2)、母が家庭
血圧 135/85mmHg 以上を有するオッズ比は
4.7 倍 (95%信頼区間 1.6-13.6)であった。以
上から、PIH 既往女性における若年からの家

図1: 出生体重と7歳時点BMIで4群に分類した時の
収縮期家庭血圧値。*p<0.05 



庭血圧測定や健康管理の重要性が示された。 

 
(2)大迫研究 
脳卒中既往のない 35 歳以上の住民 1,464 名 
(男性 31.8%、平均年齢 60.6 歳)の初発脳卒中
発症状況を平均 17.1 年、最長 22.5 年追跡し
た。高血圧の基準を家庭血圧 (収縮期/拡張
期)≧135/85 mmHg、24 時間自由行動下血圧≧
130/80 mmHg、および随時血圧≧140/90 mmHg
と定義した。正常域血圧は 776 名、真性白衣
高血圧 (随時血圧のみ高血圧)は 137 名、部
分白衣高血圧は 117 名、真性仮面高血圧 (随
時血圧のみ正常)は 100 名、部分仮面高血圧 
(随時血圧が正常だが家庭または24時間血圧
の一方が高血圧)は 180 名、および持続性高
血圧 (いずれも高血圧)は 154 名であった。
観察期間中に212名に初発脳卒中発症を認め、
正常域血圧者を基準とした調整後の脳卒中
発症ハザード比は真性白衣高血圧で 1.38 
(p=0.2)であった。一方、ハザードは部分白
衣高血圧で 2.16、真性仮面高血圧で 2.05、
部分仮面高血圧で 2.08、および持続性高血圧
で2.46と有意に高値であった (p≦0.0006)。
部分白衣高血圧および部分仮面高血圧を、家
庭高血圧および 24 時間高血圧で細分化した
が、いずれの群も正常域血圧を基準とした脳
卒中発症ハザード比は有意に高値であった 
(p≦0.04)。以上から、脳卒中発症リスクを
正確に評価する際には、家庭血圧と 24 時間
血圧の両者を測定し、部分白衣高血圧または
部分仮面高血圧を検出することが重要と考
えられた。 
また、大迫研究の家庭血圧関連の情報を国内
外5コホートの情報と統合した個人レベルの
メタ解析では、未治療者 5008 名における家
庭血圧の 10mmHg 上昇ごとの循環器疾患リス
ク が 、 た と え 随 時 血 圧 が 至 適 域 
(<120/80mmHg)にあっても1.28倍(95%信頼区
間 1.01-1.62)と有意に高くなっていること
を明らかにした。さらに、仮面高血圧者は正
常血圧者に比べ 2.29 倍 (95%信頼区間 
1.52-3.45)高い循環器リスクを有していた。
このことより、家庭血圧の重要性は国内外を
問わず共通であり、随時血圧が問題ない値で
あっても家庭血圧測定を推奨するべきであ
ることが示された。 
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